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研究成果の概要（和文）： 

人類が蓄積してきた膨大な知識資源を効果的に利用する方策のひとつとして，人間の知的活動
や感性的活動にできるだけ近似した知識表現形を機械可読な形で提供したい．文学，芸術，政
治，宗教といった，人間の能力の最高の活動場面で流通している言語テキストを対象としてオ
ントロジーの構築を試み，多分野，多言語における検討をおこなった． 
 
研究成果の概要（英文）： 
Properly designed knowledge and affective representation in machine readable form will 
be a powerful tool to utilize the large-scale text resources we are currently confronting. 
We analyzed various types of value-laden texts from literature, art, politics and religion, 
and discussed aspects of ontology design principles. 
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１．研究開始当初の背景 

 情報爆発の時代を迎え，価値ある情報の取
捨選択は大きな課題となりつつある．しかし
ながら，旧来の検索エンジンなどでピックア
ップ，あるいは要約提示される結果は，情報
が置かれていたコンテキストから切り離し，
断片化した知識に過ぎない．人類的な規模で
莫大に蓄積されてきた情報を，知識の断片と
してではなく，本来それが置かれていたコン
テキストに沿って理解するためには，その情
報が生成された分野・言語・コミュニティ特
有の価値構造の理解が不可欠である．従来の

情報処理にあわせて，分野・言語・コミュニ
ティに特有の価値情報を解析・提示すること
で，人類的コンテキストに基づいた深遠な意
味処理が実現する．また，ある価値体系にお
ける知識を，他の価値体系における語彙で再
表現することによって，知識に新たな意味を
付加する豊穣な多様化が可能となる． 
 これまで，テキストから価値情報を抽出す
る研究は，情報工学の評判分析などの分野で
少なからずおこなわれているが，価値極性が
明確な語彙（e.g. 良い，悪い）と統語構造を
利用したテキスト解析システムが中心であり，
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人間が持つ多次元的な価値構造に対応するに
は不十分である． 
 これに対して，認知的文化人類学の知見で
は感情表現語彙は認知特性に分解可能で，多
言語間の価値表現語彙を認知特性によって対
応させることのできる可能性が示唆されてい
る． 
 本研究では，認知科学をはじめとして，文
学・哲学などの文系的諸学の知見を活用する
ことで，従来の情報学のみでは実現できなか
った，より高次で深遠な意味の処理を実現す
ることを目指す． 

 

２．研究の目的 

人類的な規模で莫大に蓄積されてきた情報
を，知識の断片としてではなく，その情報が
生成された分野・言語・コミュニティ特有の
価値構造と共に提示することが目的である．
従来の情報処理にあわせて，コミュニティ特
有の価値情報を解析・提示することで，人類
的コンテキストに基づいた深遠な意味処理が
実現する．価値観が多様化した現代社会で，
多コミュニティの価値構造を容易に可視化す
ることで，知識の豊穣化が可能となる．本研
究では，人文科学及び社会科学における知識
情報集積の将来的な共同研究拠点の形成に向
け，複数の領域におけるケーススタディ的な
知識豊饒化の実現と，システム的な基盤構築
およびその検証を行う. 
(1)多分野のテキスト解析をおこない，政治・
イデオロギー，芸術・文学，思想の各分野に
おける価値オントロジーを構築する．具体的
には，価値を表現する言語表現（単語・フレ
ーズ）について共起・依存関係とともに構造
化し，表示する． 
(2)多言語のテキスト解析をおこない，日本語，
英語，フランス語，ラテン語，ギリシア語の
各言語における価値オントロジーを構築する．
具体的には，各言語における価値に関わる言
語表現について共起関係とともに構造化し，
表示する． 
(3)普遍的な価値表現，分野に依存する価値
表現，言語に依存する価値表現とを抽出し，
価値の伝播モデルを構築し，価値の形成メカ
ニズムを解明する． 
 

３．研究の方法 
 人類の知の資産は，言語によるテキストと
いう形でもっともよく継承されているといえ
る．画像，映像，音，さらには身体といった
メディアも知の活動に広がりと深みを与えて
いるのは間違いがないが，それらの意味を捉
え，固定化するためには言語テキスト以上の
メディアは存在しない．したがって，本研究
の目的をもっともよく達成するためには，言
語テキストの分析が王道である． 
 テキストの分析に関わる以下の３つの方法
を同時並行的にすすめ，対象テキストの根底

にある概念を抽出し，オントロジーの構築を
おこなった．互いの方法論の依存性を確認し
ながら，方法自体の調整もおこなった． 
(1)テキスト解析とオントロジー構築を支援
するためのソフトウェアツールの開発をおこ
なった．入力テキストに対し，計量分析，ネ
ットワーク分析，グラフ表示をおこなう統合
的テキスト解析ツールと，オントロジーのデ
ータベースをGUIで入力するオントロジー・エ
ディタである． 
(2)多分野の具体的対象として，政治・イデオ
ロギー，芸術・文学，思想，宗教の各分野を
選び，計量分析とネットワーク分析を基本と
するテキストの分析をおこなった．具体的に
は，テキストに対して，形態素解析と統語解
析をおこなった上で，単語の頻度分布，テキ
スト上での遷移，単語間の依存関係，単語ク
ラスタの抽出の分析をおこなった．これらは，
自動的な意味分析への近似として，現在可能
な手法を尽くしたものである． 
(3)多言語の具体的対象として，日本語，中国
語，韓国語，英語，フランス語，ギリシャ語
を選び，各言語における概念の特徴を明らか
にするために言語間の比較をおこなった．研
究期間内におこなった比較は，比較的少数の
概念を対象としたもので，精妙で微妙なニュ
アンスまでをも明らかにするために，既存辞
書の分析，大規模コーパスの利用，心理実験
を組み合わせる方法論を用いた． 
 
４．研究成果 
(1)テキスト解析とオントロジー構築のため
の人文工学ツールは，研究期間の初期の段階
で完成し，研究のほぼ全期間を通じてこれら
のソフトウェアツールを活用した（図1）． 

図１ 人文工学ツール 
 
テキスト解析ツールは，テキストの入力から，
分析前の整形，形態素解析，統語解析，単語
単位の計量分析，ネットワーク分析を経て，
分析結果の可視化までを支援する．形態素解
析(MeCab, TreeTagger)，統語解析(CaboCha, 
MaltParser)，グラフ表示(GraphViz)は他の研
究者によって開発および公開され，高い評価
を得ているものを利用し，計量分析とネット
ワーク分析の部分を開発して統合したもので
ある（川島ら，2010）．本ツール（Text Seer）
はBSDライセンスにもとづくオープンソフト
ウェアとして公開し，バイナリとソースコー



 

 

ドを配布している．オントロジー・エディタ
は，上位下位，全体部分，同義などの関係を
定義した上で概念の内部構造と概念間の関係
をGUI上の操作で入力する概念データベース
である． 
 こうしたソフトウェアツールの効果は予想
をはるかに上回るもので，以後の研究を極め
て効率よく推進できることとなった．以下に
その主なものをまとめる． 
(2)多分野としてとりあげた分野のひとつが，
文学である．テキスト解析とオントロジーの
方法論で，ある作家の文学的思考空間を，小
説テキストの分析によって抽出することを試
みた．工藤ら（2009,2010,2011)は，村上春樹
の長編小説を対象として，現時点において可
能な限り精緻な計量分析をおこなった．その
結果，12編の長編小説の文体上の特徴をクラ
スタ分析で特定し，これまで作風の変化とし
て語られていた現象の定量的な確認すること
ができた．また複数の物語が章の交代ととも
に進行する並行形式をもつ作品（e.g.1Q84）
の内部構造を語彙の分布と因子分析によって
緻密に特定し，この特異な小説形式の効果を
描きだすことができた．こうした一連の研究
の結果として明らかになってきたのは，たと
えば村上春樹がその知的所産，すなわち小説
作品を産み出す源泉となっている思考空間が，
われわれが村上春樹オントロジーとして捉え
ようと試みているものであるが，それは静的
固定的に存在しているのではなく，動的な変
動をもつものであること，その変動は，村上
春樹の生涯といった時間軸とともに，作品の
内部構造という時間軸でも捉え得るというこ
とである．研究期間終了の時点で，村上春樹
の動的オントロジーを独立して構築するとい
う段階には至らなかったが，文学領域のオン
トロジー設計における極めて重要な示唆を得
ることができたと考えている． 
(3)同じく文学領域での対象として，村井ら
（2011)は，星新一のほぼ全短編を対象とし，
物語プロットの定量的分類とテーマ語（特徴
語）の自動抽出をおこなった．その結果，物
語プロット（いわゆる「落ち」の構造）とテ
ーマ（主たる内容）の間の強い関連性を見い
だすことに成功した．この研究例も，文学的
分析の相当に深い部分までもが，客観的な基
準による分析で捉えられることを示している．
また，星新一オントロジーは，語彙の形をと
る概念だけではなく，物語プロットの形をと
る概念も不可欠のものとして含むことを示唆
している． 
(4)政治・イデオロギーの分野での対象として，
村井ら（2008）は，国会議員615人のWebサイ
トからテキストを収集し，政治感性語データ
ベースを作成して，政治的ストの全体傾向と，
政党ごとの語彙的特徴を明らかにした．政治
テキストは，量（大，小），様相（良い，悪
い），時間（新しい，はやい）といった特徴
づけを持つこと，政党間の差は，伝統や文化
に関わるニュアンスに現れることなど，政治
オントロジーの興味深い特徴を含むものであ
る． 
(5)多言語オントロジーの分析例として，徃住

ら（2010）は，「かわいい」という概念の日
中比較を試みている．オントロジー構築のた
めに認知的感情理論に基づいて審美感情の理
論を整備し，認知的要素とオントロジー項目
の対応づけを提案した．広く流通している辞
書の分析，大規模コーパスにおける「かわい
い」と共起する語の利用，心理実験を複合し
て用い，「かわいい」の概念内容と語彙使用
者の心的状態をオントロジーという形で明示
化した．小さい，丸い，女性的という認知的
要素の適用条件が緩く，極めて広い対象物に
対して「かわいい」を使う傾向がある日本語
と，適用条件が厳しく，対象が限定されてい
る中国語の違いを明確に説明することができ
た．さらに，このオントロジーを文学作品の
分析に使用した例も報告している． 
(6)このように，本研究によるアプローチによ
って，データに基づく文学研究，政治イデオ
ロギーの研究が可能であることを示すことが
できた．これらの他にも，医療に関連するデ
ータ，宗教テキストの分析をおこない，成果
を発表した．3年間という短期間のうちに，相
当数のテキスト分析をおこない成果をあげる
ことができたのは，テキスト分析とオントロ
ジー構築の人文工学ツールによるところが大
きい． 
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